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日本藻 類学会々則

第 1条 本会は日本議類学会と称する。

第 2条 本会はE薬学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親l践を図る こと

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年 1回)

2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定期刊行物の発刊

4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5条 本会の事業年度は 4月1日に始り，翌年3月31日に終る。

第 6条 会員は次の 3種とする。

1. 普通会員(務類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する伺人又は団体で，役員

会の承認するもの)。

2. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の魅旨に賛同する個人で，役員会

の推隠するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発震に特に寄与した個人又は団体で，

役員会の推薦するもの)ロ

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を

会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会費 300円を前納するものとする。但し，名誉会員及び特別会

員は会貨を要しない。

第 9条 本会には次の役員をおく。

会長 1名。 幹事若子名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年とし重任することが出来る。但し， 誹議員は引続き 3期選出さ

れることは出来ない。

役員選出の規定は別に定める。(附則第 1条~第 4条)

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の窓を受けて'I3常の
会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を構成 l~ . 会の要務に関し会長の諮問にあづかる。評議
員会は会長が招集し，また文書をもって. これに代えることが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物「藻類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(附則)

第 1条 会長は総会に於いて会員中より選出される。幹事は会長が会員中よりこれ
を指名する。

第 2条 '評議員の選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名と し， 会員数が 50

名を越える地区では 50名までごとに 1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推認する。但し，その数は全評議員
の 1/3を越えるととは出来ない。

地区割は次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野.111梨を含む)。中部地区(三重を含む)。
近滋地区。中国・四国地区。九州地区(沖縄を含む)。

第 3条 会長及びl宇事は評議員を兼任することは出来ない。

第 4条 地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間，次点者をも
って充当する。

第 5条 本会則は|昭和 33年 10月26日より施行する。



日 本 産 サヤミドロ属 (1)
山 岸高旺*1

T. Y AMAGISHI: Genus Oedogoniul1l in Japan (1) 

サヤミドロ属 Oedogoniumの藻類は非常に種類が多く，現在までに世界

各地から知られているものは約320種 (BERGER，H. in ENGLER'S Syll. Pfl. 

Fam. 100， 1954)に達しているにもかかわらず，吾が国では従来ほとんど研

究が進められておらず，筆者の知る範囲では，わずかに次の 13種が報告さ

れているにすぎない。

1. Oedogonium acrosporum DEBARY (岡田:1936ペ 1939併)~ 2. Oe. 

argenteum HIRN (山岸:1960内. 3. Oe. geniculatum HIRN (山岸:1960). 

4. Oe. inconspicum HIRN (岡田:1936， 1939). 5. Oe. inequale WI∞ID? (斎

田:1910へ東:1916榊). 6. Oe. lautumniarum WITTR. (山岸:1960). 7. 

Oe. longiarticulatum (HANSG.) TIFFANY (山岸:1960). 8. Oe. multi宅porum

w∞D(斎田:1910 ;東:1916). 9. Oe. pachyandrium WITTR. (山岸:1960). 

10. Oe. sexangulare CLEVE (岡田:1936， 1939). 11. Oe. stellatum WITTR. 

(岡田:1936， 1939). 12. Oe. undulatum (B悶 B.)A. BR. (岡田:1939;東:

1916). 13. Oe. varians WITTR. & LUND (山岸:1960). 

筆者は数年来，日本各地から淡水藻類の採集をつづけてきているが，そ

の中に相当多数のサヤミドロ属の材料を得る乙とができたので，それらにつ

いて報告する。

終りに，日頃いろいろと御指導を頂いている東京教育大学理学部植物学

教室印東弘玄教授，ならびに伊藤洋教授に対して心から感謝する。

1. Oedogonium geniculatum HIRN 

in Acta Soc. Sci. Fenn. 27 : 106 (1900); TI即 'ANYOedogo. Monog. 78 

*1. 東京教育大学理学部植物学教室 Botanical Institute， Faculty of Science， Tokyo 
Kyoiku University， Tokyo， Japan. 

*2. 斎田 (1910):内外普通植物誌 89-90.
*3. 東 (1916) :岡村著日本藻類名集2版 301.
*4. 岡田 (1936):植研 12:272-278，357-360， 676-682. 
*5. 岡田 (1939):日本隠花植物図鑑 104-109.
*6. 山岸 (1960):秩父科博報告 no.10:43. 
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2 藻類第10巻第1号昭和37年4月

(1930); TIFFANY in N. Amer. Fl. 11.1: 35 (1937); YAMAGISHI in Bull. Chi-

chibu Mus. Nat. Hist. no. 10 : 43 (1960). (pl. 2， f. 1.) 

雌雄同株。糸状体細胞は 32"，40X 60-." 135μ。生卵器は 1個，倒卵形，

又はほぼ球形， 50-.，，60 x 56"'68μ。関口は円孔，上位。卵胞子は球形，又は

やや扇球形， 40"'56 x 40"'56μ，生卵器より小さい。卵胞子膜中層は厚く，

平滑，淡褐色。造精器は 1"，5個， 37~48×5~9μ。

採集地:埼玉(長瀞)

2. Oedogon~um kurzii G. ZELLER 

in Journ. Asiatic Soc. Bengal 42: 189 (1873); HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fenn. 27: 135 (1900) ; TIFFANY Oedogo. Monog. 79 (1930); TIFFANY in N. 

Amer. Fl. 11. 1 : 35 (1937). (pl. 1， f. 1.) 

雌雄同株。糸状体細胞は 40"'52x 90"，250μ，先端細胞は鈍頭，基部細

胞は円筒形。生卵器はふつう 1個，倒卵形，又はほぼ楕円形， 70 -.，，95 x 110 

，....，130仏関口は円孔，上位。 卵胞子はほぼ球形，又は楕円形， 67 -.，，86 x 80 

，....，93μ，生卵器より小さい。卵胞子膜は厚く，平滑，淡黄色。造精器は生卵

器の直下に生ずるか，又は散在する， 40"'52 X 6-." 16μ。

採集地:熊本(有佐);宮崎(佐土原)日本新産。

糸状体細胞の大きさ，生卵器や卵胞子の大きさ，形状などの点では近似

種が多いが，雌雄同株で，卵胞子が球形，又は楕円形である点でそれらの近

似種から区別できる。

3. Oedogonium plusiosporum WITTROCK 

in Nova Acta Soc. Sci. Upsal. 111. 9 : 11 (1874); HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fenn. 27: 84 (1900); TIFF.釧 y Oedogo. Monog. 70 (1930) ; TIFFANY in N. 

Amer. Fl. 11. 1 : 30 (1937). (pl. 2， f. 10.) 

雌雄同株。糸状体細胞は 12"，19 x 30"'75μ，頂端細胞は鈍頭。生卵器は

1個，ほぼ球形， 35-.，，45 x 35"，50μ。開口は円孔，中上位。卵胞子は球形，

30 "，40 x 30 -.，，40μ，生卵器より小さい。卵胞子膜は平滑，淡黄色。造精器は

2，....，6個連続して生ずる， 12"'19 x 8'" 12μ。

採集地:東京(東大泉) 日本新産。

本種は Oedogoniumobsoletum WITTR. ~ζ近い種であるが，卵胞子は常

にほぼ球形である。水田脇の小溝内の水草上に Draparnaldiasp.と混生し

ていた。
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山岸: 日本産サヤミドロ属 (1) 8 

4. Oedogonium argenteum HIRN 

in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 289 (1900); TIFFANY Oedog. Monog. 96 

(1930); TIFFANY in N. Amer. Fl. 11. 1: 44 (1937); YAMAGISHI in Bull. Chi-

chibu Mus. Nat. Hist. no. 10 : 43 (1960). (pl. 2， f. 8-9.) 

雌雄異株， macrandrous。糸状体細胞は 20"，28x 70'" 160μ。生卵器は 1

個，倒卵形，ないし球形， 44"'52 x 48"，62μ。関口は円孔，上位。卵胞子は

広楕円形，ないし球形， 43"，48 X 44"，50 μ。卵胞子膜外層は透明，表面に小

さい凹みあり，内層は平滑，淡黄色。造精器は 2"，4個連続して生ずる。 約

22"，8μ。

採集地:埼玉(長瀞)

5. Oedogonium longiarticulatum (HANSG.) TIFFANY 

in Ohio J oum. Sci. 34: 325 (1934); TIFF釧 Yin N. Amer. Fl. 11. 1 : 42 

(1937) ; Y AMAGISHI in Bull. Chichibu Mus. Nat. Hist. no. 10 : 43 (1960). syn. 

Oedogonium crenulatocostatum WITTR. var. longiarticulatum HANSGIRG in 

Arch. Nat. Land. Bohemen 5 : 46 (1886). (pl. 1， f. 7-8.) 

雌雄異株， macrandrous。 糸状体細胞は 12"，15 X 60'" 115仏先端細胞

は鈍頭。生卵器は 1個，倒卵形，ないし楕円形， 30"，38 X 58"'80μ。関口は

円孔，上位。卵胞子は倒卵形，ないし楕円形， 28"，36 X 44"，60μ，生卵器よ

り小さい。卵胞子膜外層は平滑，中層膜表面には続軸に沿って鈍鋸歯状に隆

起した肋線(片面に約 10本)がある。造精器は 2"，5個連続して生ずる， 8'" 

11 X 10"，14μ。

採集地:埼玉(長瀞)

6. Oedogonium sueciCU1n WITTROCK 

in Bot. Notiser 1872 : 6 (1872); HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27 : 82 

(1900) ; TIFFANY Oedogo. Monog. 68 (1930) ; TIFF，州Yin N. Amer. Fl. 11. 1: 

29 (1937). (pl. 1， f. 2-3.) 

雌雄異株， macrandrous。糸状体細胞は 9'"14 X 30"，90μ 基部細胞は円

筒形，頂端細胞は鈍頭。生卵器は 1個，ほぽ球形， 32"'38 X 34"，41μ。関口

は円孔，中位。卵胞子は球形，生卵器とほぼ同じ大きさ， 30"'37 X 30"'37μ。

卵胞子膜外層は透明，鋭い線状突起が密生する。 造精器は 2"，6個連続して

生ずる。 10'"12 X 13'" 17μ。

採集地:鹿児島(荒崎) 日本新産。

-3-



4 藻類第10巻第1号昭和37年4月

近似種には Oedogoniumaustrale (G. S. W邸 T)TIFFANYがあるが，これ

は本種に比してやや大きく，卵胞子膜の線状突起がまばらである。卵胞子膜

に練状突起を有する種は約 20種知られているが macrandrousのものでは，

本種と Oe.australeの2種のみである。

7. Oedogonium tapeinosporum WITTRC収

in Nova Acta Soc. Sci. Upsal. 111. 9 : 36 (1874) ; HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fenn. 27 : 297 (1900) ; TIFFANY Oedogo. Monog. 159 (1930); TIFFANY in N. 

Amer. Fl. 11. 1 : 83 (1937). (pl. 2， f. 2-4.) 

雌雄異株， macrandrous。 糸状体細胞は極めて細い， 3"，5 X 10"，40μ。

基部細胞は半球形，先端細胞は鈍頭。 生卵器は 1"，2個，捕球形， 14"，18 x 

17 "，23μ。関口は裂関，中位で広い。卵胞子は扇球形，直径は生卵器とほぼ

同じ大きさ。 13"'18X 10" ，14μ。卵胞子膜は平滑，淡黄褐色。

採築地:東京(小合溜);鹿児島(谷山)，日本新産。

糸状体細胞の直径が5μ 前後の微少な種としては本種の他に Oedogoni-

um angustissimum， Oe. inconspicuum， Oe. virceburgenseなどが知られている

が，本種の生卵器は扇球形であって，Oe. inconゆicuum(TIFFANY Oedogo. 

Monog. 84， 1937)の様に洋梨形のものは見られない乙と，関口の裂関が広く

て明瞭であるととなどの点で他の近似種から区別されている。 Cladophora

や大型の Oedogoniumなどの体表に着生している。

8. Oedogonium crassiusculum WITTRCにK var. cataractum (WOLLE) 

TIFFANY Oedogo. Monog. 130 (1930); TIFFANY in N. Amer. Fl. 11. 1 : 66 

(1937). (pl. 2， f. 5-7.) 

雌雄異株，媛雄体性， idioandrosporous。 糸状体細胞は 28"'38X 42" ，  

112μ。 生卵器は 1個，又は 2個，倒卵形ないし球形，又は広楕円形， 55-..; 

60 x 60"，75μ。関口は円孔，上位。卵胞子は球形，ほぼ生卵器と同じ大きさ，

50"-' 55 x 50 "'60μ。卵胞子膜は平滑，淡黄色。 雄性胞子袈は 2，，-，6個連続し

て生ずる， 26，，-，35 X 10，，-，15μ。 媛雄体はやや湾曲し，支持細胞上に 2"'8個

着く。柄細胞は約 10x651.l。造精器は 4個， 8"，10 x 8'" 12μ。

採集地:鹿児島(荒崎) 日本新産。

9. Oedogonium borisianum (LEC印刷 Wr廿 R∞K

in Nova Acta Soc. Sci. Upsal. 111. 9 : 25 (1874); HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fenn. 27: 217 (1900) ; TIFF.州YOedogo. Monog. 128 (1930) ; TrFFANY in N. 
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山岸: 日本産サヤミドロ属 (1) 5 

Amer. Fl. I1. 1 : 65 (1937). (pl. 2， f. 11-13.) 

雌雄異株，媛雄体性， idioandrosporous。 糸状体細胞は (12一)15，，-，25 

( -30)xω"-' 150μ，細胞の上端部でやや膨らむものあり。先端細胞は鈍頭，

又は細い刺状。 生卵器は 1，，-，5個，広楕円形，又は角ばった楕円形， 40，，-，50 

x 55""90μ。関口は円孔，上位。卵胞子は広楕円形，まれに角ばった広楕円

形， 35""46 x 48，，-，60μ，生卵器より小さい。卵胞子膜は平滑，厚く，淡黄色。

雄性胞子饗は 1"-'7個連続して生ずる， 16"-'19x15"-'23μ。 倭雄体はやや湾

曲し，支持細胞上に 4""8個着く，柄細胞は 12，，-，18x 35"，，47μ。造精器は 2個

7，，-， 10 x 11，，-， 16μ。

採集地:東京(小石川植物園) 日本新産。

本種は楼雄体性の種の中では，最もふつうに産するものらしく，広くヨ

戸ロッパ，南アフリカ，インド，オ戸ストラリア，北米，南米の各地から知

られている。 TIFF.釧 Y(1930， 1937)などの記載によると本種は idioandro・

sporous，又は gynandrosporousとしてあるが，筆者の得た材料中には後者

のものはみられなかった。

10. Oedogonium sexangulare CLEVE 

ex WITTR. in Oefv. Sv. Vet.-Akad. Forh. 27 : 131 (1870); HIRN in Acta 

Soc. Sci. Fenn. 27 : 211 (1900) ; TIF下ANYOedogo・Monog.126 (1930) ; OKADA 

in Journ. Japan. Bot. 12 : 274 (1936); TIFFANY in N. Amer. Fl. 11. 1 : 60 (1937). 

(pL 1， f. 4-6.) 

雌雄異株，媛雄体性， gynandrosporous。糸状体細胞は 9，，-，16x 30，，-，110μ。

生卵器は 1個，ほぼ六角楕円形， 29""33 x 33"-'39μ。開口は円孔，中位より

やや上部。卵胞子も生卵器と同形，ほぼ同じ大きさ， 27"，，31 x 31，，-，36μ。卵

胞子膜は厚く，透明，平滑。 雄性胞子嚢は 1"，，3個， 13"，，14 x 10"-' 14μ。倭

雄体はやや湾曲し，支持細胞上iζ着く。柄細胞は 2""3個， 7，，-，9 x 21，，-，30μ。

造精器は 1個， 6"，，7 x 9"" 12μ。

採集地:千葉(茂原)

雌雄異J除，倭雄体性の種でほぼ六角楕円形の生卵器をもつものには，本

種の他(乙 Oedogoniumsubsexangulare， Oe. angulosulnの2種が知られてお

り，いずれも本種によく似ているが，前者は本種より小さく，後者は本種よ

り大きく，倭雄体の形状がやや異なっている。
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6 藻類第10巻第1号昭和37年4月

o 50u 
A 

B ?25? 

1 Z v 11 / / I b ， 8 

Plate 1. (B scale for figs. 3， 6 and 7.) 
1. Oedogoniuln kurzii. a.. .antheridium. 
2-3. Oe. suecicum. 
4-6. Oe. sexangulare. as...androsporangium. 
7-8. Oe. longiarticulatunt. 

6 



山岸: 日本産サヤミドロ属 (1) 7 

a 

13 

A~ :~OUl~ 
B ?25Q  . 

Plate 2. (B scale for figs. 2， 3 and 8.) 

1. Oedogonium geniculatum. a…m出eridium. 2-4. Oe. tapeino宅torUJn.
5-7. Oe. crassiusculum var. cataractum. as...androsporangium. 

8-9. Oe. argenteunl. 10. Oe. plusiosporul1l. 
11-13. Oe. borisianum. 12. escape of androspores from androsporangia. 
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8 藻類第10巻第l号昭和37年4月

Resume 

9 species and 1 variety of Oedogonium collected from the different .localities 

in Japan are reported. Oedogonium bo巾 ianunt，Oe. crassiusculum var. cataractul'n， 
Oe. kurzti， Oe. plusioゆorul1t，Oe.ωr.peinosporum and Oe. suecicum are new record 
to Jap飢・

二三の鼓藻にみられた奇型

森通 保 *

M. MORI: Some teratological examples of Desmids 

高等植物では奇型を生ずる機会も多くまた人自につき易いので多くの記

載があるが，下等植物特に単細胞植物ではその機会も少なく人自につきがた

いのでとの方面の記載は甚だ少ない。 T.HORTOBAGYI"吟は緑藻，藍藻の数

種と鼓藻の Staurastrumの奇型について報告し，奇型の現われる頻度は，

藻類の生育のさかんな季節(ハンガリーでは 6月と 7月)に高いととを報じ

ている。 わが国では岡田弥一郎博士11)が摩周湖産の Ceratiumhirundinella 

(o. F. M四 LL.)SCHRANKについて報告されたのが最初である。 筆者り，10)は

香川県下の溜池で同種について色々の奇型を記載したが，ついで福家嘉邦

氏1)と富士昭氏めが二三の追加を行なった。 また珪藻と鼓藻について福島

博氏めの報告があり，フウセンモについては神谷平氏。7の詳細な記載があ

る。筆者が初めて単細胞植物の奇型をみいだしたときには非常に稀なものと

考えたが，後にその頻度が予想、よりも高い乙とを知った。私が乙乙に紹介す

るものは熊本県の水田中に産する鼓藻に関するこ三の奇型であるがその原因

についても簡単な考察を行なってみた。鼓藻は体の縦軸と狭部を軸として上

下，左右が対称的形態を示すから，奇型があれば自につき易いものである

が，乙乙に記録するものは数多くの資料の中にたまたま見出したものでその

頻度は甚だ低く稀な例である。

1. Netrium dなぜlus(EHRENB.) ITZIG. et ROTH (図 9)

細胞の中央が膨れた奇型で，体長 171μ 体幅 30μ，膨れた部分の幅 40μ。

持熊本県宇土高等学校

The Bul1etin of Japanese Society of Phycology Vol. X. No. 1， April 1962 
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森: 二三の鼓藻iとみられた奇型 9 

産地:久木野村無田 (1957，2/VIIl). 

2. Pleurotaenium trabecula (EHRENB.) NAEG. (図 1-3)

本穫の体長は 384-.，，616μ，体幅は 25-.，，45μ で常にまっすぐな棒状の鼓

藻であるが，滑石村や八代地方のような海岸の干拓地のもののうちには多少

S字状に寄曲したものもあった。

(イ) 半細胞が膨れた例(図 1)

半細胞の片方は正常で長さ 400μ，幅 40μ であるが膨れた方の半細胞の

長さは 383μ，幅 48μ で全体として標準より梢々大きい。産地:宇土市網回

(1958， 4/VI). 

(ロ) 半細胞が著しく短い例(図 2)

正常な半細胞は長さ 345μ であるが他方の半細胞は長さ 100μ で正常な

方の 1/3にも達しない。乙の他網回産のものは半細胞が 315μ で短い方の半

分は 126μ である。 産地:滑石村 (1958，23/VII). 宇土市網田の程地 (1958，

4/VI). 

判 半細胞が短くてその中央が膨らんだ例(図 3)

正常な半細胞は長さ 258μ，幅 40μ であるが，他の半細胞は長さ 177μ

で正常な半細胞の 1ρ より梢々長く最も膨らんだ中央部は 54μ である。 産

地:滑石村 (1958，23/VII). 

3. Pleurotaenium ovatunz NORDST. (図 5)

本種の体は各半細胞の長さが多少相違する乙とが多いので必ずしも乙の

資料は奇型とまではゆかないが，半細胞の長い方は 195μ であるのに他の短

い方は 135μ であって，相当な差がみられるので紹介した。 産地:人吉市川

村 (1959，22/VII). 

4. Closterium sp. (図 4)

長さ 300μ 幅 42μ で一端の細胞膜が摺曲したものである。産地:人吉市

川村 (1959，22/VII). 

5. Coslnarium turgidum BREB. (図 8)

本穫の正常な半細胞は長さ 83-.，，108μ 幅 75-.，，86μ 狭部 58-.，，77μ で，乙

乙に紹介するのは片方の半細胞が短い例で正常な個体の多数の集まりの中に

3個あったもので，正常な方の半細胞は 96"'99μ であるが短い方は 60-.，，63μ

である。産地:内大臣山の谷川 (1961，23/IX). 

6. Cosmarium quadrum LUND. (図 6，7) 

-9-



10 藻類第10巻 第1号昭和37年 4月

正常な体の長さ 53"'90μ，幅 47.6"'85μ，狭部の幅 19"-'30μ，外形は角

張った四角形で，細胞膜に明瞭な点紋がある。

付) 半細胞が著しく短い例(図 7)

正常な半細胞の長さは 45μ，幅は 66μ であるが，小さい方の半細胞の

長さは 21μ，幅 63μ で，長さは正常な方の半にも足りない。 乙のように半

細胞の長さに長短ができるのは体の長い種類では時に起り勝な乙とである。

乙の属では体の長い C.turgidum ，ζは見られたが乙のように体の短い鼓藻

では珍らしいととである。産地:宇土市網田 (1958，4/VI). 

(ロ) 狭部が二つあって三個の半細胞から成る例(図 6)

両端の四角な半細胞の大きさは双方共長さ 30μ，幅 48んまた狭部は

双方共 15μ で，中央部の楕円形の半細胞の長さは 30μ，幅 60μ，全体の長

さは 90μ である。産地:宇土市網回 (1958，4/VI). 

上に記した奇型のうちで単に半細胞の大きさに不均衡のあるものは体細

胞分裂によって新生した半細胞が発育の途中で異状を来したものと考えられ

るが，Cosmarium quadrumでみられたように半細胞が三段に重なった奇型

は体細胞分裂途中に起きた原因のために誘致されたものと考える。

稿を終るにあたり，草稿校閲の労を恭うした神戸大学教授広瀬弘幸博士

に深き感謝の意を表します。

Resume 

Abnormalities of shapes were described on several Desmids， viz.: Pleurotaeniul1l 

trabecula， PI. ovatu11l， Netrium digitus， Cos1Ilariu1n quadrul1l and C. turgidunl. The 

asymmetrical shape of semi-cell is considered to happen to grow during the develop-

ment of a new semi-cell after cell-division. On the other hand the three-semi-celled 

abnormality of COSl1lariuln quadrurn is considered to be directly caused by the 

abnormal cell-division. 

参考文献

1)福家嘉邦 (1949):医学と生物学 XV，2: 99-100. 2)福島博 (1948):採と飼 X，7-8: 
241， 243. 3) 富士昭 (1949):水産学雑誌 LIV: 72-77. 4) HORTOBAGYI， T. (1945): 
Bot. Kozl. 42: 10-13. 5) (1956) : Acta Biol.Acad. Sci. Hungar. 6: 203-213. 

6)神谷平 (1953):北陸の植物 11，4: 59-62. 7) (1954) :同誌 111，4: 88-89. 8) 

森通保 (1942):植物及び動物 X，6: 583. 9) (1943) :同誌 XI，4: 336-337. 10) 

森通保・福家嘉邦 (1943):同誌 XI，10: 837. 11) OKADA， Y. (1923) : Annot. Zoo1. 

Jap. XIV， 2: 191-192. 
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森: 二三の鼓藻にみられた奇型
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鼓藻の奇 型

1-3. Pleurotaeniullt trabecula (EHRENB.) NAEG. X 106 4. Closterium 
sp. X 156 5. Pleurotaeniullt ovatul1t N ORDST. X 156 6-7. COSl1ta-
rium quadrullt LUND. X 312 8. Coslnariunt turgidul1~ BREB. X 235. 

9. Netrium Digitus (EHRENB). ITZIG. et ROTI壬 X312. 
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“アサクサノリ"の室内培養に

好適した光条件の検討

寺本賢一郎・木下祝郎*

K. TERAMOTO and S. KINOSHITA: Examination 
of the light condition suitable for the 

indoor culture of Porphyra 

“アサクサノリ"の附着層は干満潮線間で約 1mの範囲にあり，しかも

その濃密部は僅か 15cmに過ぎないと云われ(殖田， 1952)，乙のことから

“アサクサノリ"が光線に対して非常に敏感で適応範囲の狭い乙とが予想さ

れる。

従って室内培養に当っても先ず第ーに光条件の精細な検討が要求される

のであるが，従来乙の種の研究は極めて少なく，岩崎・松平 (1958)および

木下・寺本 (1958)による予備的実験の報告があるに過ぎない。

著者等は，“アサクサノリ"の室内培養に好適した光条件を求めるため

に，光源として蛍光灯を用いノリの成長に及ぼす照度，光色，照射量の各影

響を検討し，若干の知見を得たので以下に報告する。

材料 お よ び 方 法

実験 1.

東京羽田産 (32年 12月)のノリを材料とした。

単胞子の附着したナイロン撚糸 3cmまたは 1cm2 の業体片 5枚を海水

20 ml ~と浮遊させ ， 40ml容逆型T試験管に入れて MONOD式振渥器(毎分

30回振滋)を用い 13""15 ocで培養した。

海水は比重 1.023，塩素量 15.9%0， pH 7.8の東京湾海水で，乙れに (NHム
S04 17， NaN03 13， Na2HP04・12H203， CaC12・2H203， MnC12・4H200.03， 

KI 0.03， FeC13・6H200.0002および NaHC03350 mg/lを添加し pH7.5に修

正したのち使用した。

培養後，幼芽では 20個体の平均細胞数を，葉体片では平均葉面積を算定

して成長の度合を表わした。

実験 2.

後協和醗酵工業株式会社東京研究所

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. X. No. 1， April 1962 
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寺本・木下;“アサクサノリ"の室内培養に好適した光条件の検討 13 

横浜扉風浦産 (33年 12月)のノリを材料とした。

ガラス瓶中の海水 2lにlcm2
の葉体片 40枚を浮遊させ通気撹持しつつ

(通気量毎分 400ml) 10"'120Cで培養した。海水は比重 1.020，塩素量 16.1指，

pH7.9の駿河湾(沼津)海水で，乙れに前記の栄養塩類を添加した。

実験 3.

横浜富岡産 (34年 12月)のノりから得た糸状体を用いて胞子を採り， 乙

の胞子およびこれを室内培養で葉体にしたものを材料とした。

胞子の附着したナイロン撚糸 2cmまたは 25mm2の葉体片 10枚を海水

20 ml ~ζ浮遊させ MONOD 式振壷器で 10"'120C で培養した。 海水としては

下記組成の人工海水(比重 1.020，塩素量 16.3%0， pH 7.8)を用いた。

NaCl 23.6 g (NH4)2 SO， 

MgSO，・7H20 7.0 NaN03 

MgC12・6H20 5.1 Na2HPO，・12H20

CaC12・2H20 2.4 Na2EDTA・2H20

KCl 740mg ZnSO，・7H20

NaHC03 560 恥1nSO，-nH20

NaBr 80 FeSO，・7H20

H3B03 60 Na2MoO，・2H20

AIC13・6H20 2.6 CoSO"・7H20

LiN03 0.14 CuSO，・5H20

H3PO， (85%) 0.24 H20 

NH，OH (28%) 0.06 

なお各実験とも培養中は毎日海水を更新した。

実験結果および考察

実験 1. 照度について

単胞子を昼光色蛍光灯の

連続照射下で 14日間培養し

た時の幼芽の成長，および

1 cm2の葉体片を 7日間培養

した時の葉体の成長に対する

照度の関係は第 1図に示す通

りである。
第 1図

- 13-
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14 藻類第10巻第l号昭和37年4月

幼芽の成長は 20001xで最も促進され平均 88細胞に達した。 10001x以

下および 40001x以上では色素の減少，細胞の不充実などの傾向が顕著に認

められ，乙のため成長の低下を来すと考えられる。

葉体の成長は 5000"，6000 lxで最も促進されて平均2.05cm2 ，ζ達し，照

度の減少とともに成長が低下した。 しかし葉体の色調は 2000~3000 lxで最

も濃く照度の増大とともに淡色を呈した。乙れは強い光による色素崩壊に基

因するようであり，事実， 5000"'6000 lxで更に培養を継続した場合には 12

~13 日自に槌色が顕著となり成長速度は急速に低下した。 従って長期間に

亘る葉体成長の最適照度は上記より低い値となる。実験3の結果からすれば

連続照射下で培養する際の最適照度は幼芽のとき 20001x内外，葉体のとき

30001x内外である。

実験 2. 光色について

ノリの室内培養における人工光線としては，常識的に云って太陽光に最

も類似のスペクトノレ分布を有するものが最適と考えられる。乙れに合致する

のは蛍光灯であり，また効率の高い乙と，放射熱の少ないこと等の長所もあ

って，室内培養の有用な光源と云い得る。

乙の実験では光色の異なる 7種の蛍光灯を用い成長に及ぼす影響を検討

した。乙の場合に正確には放射エネJレギ F を一定として効果の優劣を比較す

べきであるが，実用上の経済的見地から消費電力を一定として比較を行な

った。

20W鐙光灯 2基を 15cmの距離から連続照射しつつ 1cm2の葉体片を

第 1表 葉体の成長と光色との関係

光 色
照 度 禁体のcn大}2きさlx 

昼 光 色 6500 1.82 

白 色 8000 2.59 

天然白色 7000 2.58 

真天然白色 7000 2.73 

桃 色 5000 2.00 

緑 色 12000 2.14 

青 色 3000 1.27 

-14 -
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10日間培養した時の成長と光色との関係は第 1表の通りである。

葉体の成長は白色，天然白色，真天然白色など白色系の光で最も促進さ

れて 2.6""'2.7cm2
に達し，中でも真天然白色光が最大の成長を示した。葉体

の色調は昼光色および白色系の光では良好であったが，桃色光または緑色光

では淡くなり青色光では顕著な徳色を示した。

ノリの室内培養の光源として最も優れた効果を与えるのは真天然白色光

であるが，乙れはその特性，即ち光合成に有効な深赤色スペクトノレに富む乙

と，生長に阻害的な青色スペクトノレの少ないこと，深赤色から青色に至るス

ペクトノレ分布が太陽光に最も近似している乙と等に由来すると考えられる。

実験 3. 照射量について

白色蛍光灯を光源として，その照度と 1日当りの照射時聞を種々に組み

合わせた光条件で，胞子および 25mm2
の葉体片を 20日間培養した結果は

第 2表および第 3表の通りである。

第 2表 幼芽の成長と照射盤との関係

照 度
照hr射s/d時a間y X1照031x

射
.hrs量/day 幼芽の細胞数lx 

6000 16 96 24.0 

4000 24 96 21.8 

6000 12 72 57.3 

8000 9 72 50.6 

8000 8 64 82.0 

10000 6 60 85.6 

10000 5 50 104.7 

4000 12 48 102.1 

2000 24 48 96.8 

2000 12 24 8.4 

幼芽および葉体の成長は，照度の大小あるいは照射時間の長短に拘わり

なく照射量(照度×照射時間)の多寡によって決定される。

幼芽は照射量 48000"'50000lx. hrs/dayで最大の成長を示し，平均 97"，

105細胞に達した。また，乙の最適照射量の範囲内では 20001x・24hrsより

も 100001x・5hrsのような高照度・短時間の照射条件において，一層良好な

- 15ー



16 藻類第10巻第1号昭和37年4月

成長が得られた。

第 3表 葉体の成長と照射量との関係

照 度
照hr射51時da間y x1照031x

射
.hrs量Iday 薬体Eの111大12

きさ
lx 

10000 12 120 45 {抱色)

6000 16 96 87 

4000 24 96 103 

6000 12 72 112 

8000 9 72 124 

10000 7 70 128 

8000 6 48 68 

4000 12 48 60 

2000 24 48 54 

2000 12 24 37 (抱色)

一方，葉体は 70000"'72000lx. hrs/dayで最大の成長を示して，平均

112"，  128 mm2に達し色調も良好であった。須藤 (1960)の室内培養において

も 30001x・24hrsの照射条件が採用され，上記の照射量と合致している。し

かし乙の最適照射量の範囲内では，むしろ 100001x・7hrsのような高照度・

短時間の照射条件において，成長および色調が一層良好になる傾向を認め

た。なお，培養に際して炭酸ガスなどの補給をする場合には，最適照射量は

上記よりも高い値に移行するものと予怨される。

ノリの室内培養に当つては，成長段階に応じて光線照射量を 48000から

720001x.hrs/day に順次増大させるのが望ましく，乙れによって光の過不足

に由来する生理障害を免がれ，縫全で急速な成長を達成させる事が出来る。

要約

“アサクサノリ"の室内培養に好適した光条件の検討を行ない，次に要

約される結果を得た。

1. “アサクサノリ"の培養における人工光源としては真天然白色蛍光

灯が最適であった。

2. “アサクサノリ"の幼芽は，照射量 50000lx. hrs/day (例えば 10000

lx・5hrs/dayの照射)において健全で急速な成長をした。

- 16ー
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3. “アサクサノリ"の葉体は，照射量 70000lx. hrs/day (例えば 10000

lx・7hrs/dayの照射)において健全で急速な成長をした。

Summary 

The experiments were carried out to find the light condition suitable for the 

indoor culture of POゅhyra. The results are summarized as follows: 

1. The light of the “special de luxe white" type B.uorescent lamp was most 
suitable for the growth of POゅhyra.

2. Y oung buds of POゅhyragrew rapidly and healthily under a light quantity 

of 500001x・hrsper day (e.g. irradiation of 100001x for 5 hrs per day). 

3. Fronds of Porphyra grew rapidly and healthily under a light quantity of 

70000 lx.hrs per day (e必 irradiationof 10000 lx for 7 hrs per day). 

引用文献

殖田三郎 (1952):“海苔養殖読本"全海苔連. 木下祝郎・寺本賢一郎 (1958):“アサクサノ

リの成長に対する光および水温の影響"日本水産学会誌 24326-328. 岩崎英雄・松平近

義 (1958):“アサクサノリの培養一1.培養条件に関する予備実験"日本水産学会誌24:398-

401. 須藤俊造 (1960):“アサクサノリの室内培養の方法について"水産増殖 7(3) 7-11. 

琉球列島産海藻知見 (1)

香村真徳*

S. KAMURA: Notes on Some Marine Algae 

from the Southern Ryukyu Islands (1) 

筆者は 1957年以来，沖縄島を中心に海藻相の調査を行ない先に瀬川宗

吉先生との共編の「琉球列島海藻目録J(1960)に幾つかの知見を収録した。

その後，検討していた種類や継続して沖縄島を中心に海藻の採集調査を行な

い，乙れまでに得た知見について報告したい。

筆者は乙乙に，懇篤なる御指導と御校閲を腸った北海道大学理学部・山田幸男教授，

並びに本研究中終始懇切な御指導を腸った九州大学農学部・故瀬川宗吉教授に感謝の意を

表する。また，材料を御提供下さった当教室の西島本信昇講師，学生・知念久見子嬢lζ謹

んで御礼申し上げる。

発琉球大学文理学部生物学教室

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. X. No. 1， April 1962 
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18 藻類第 10巻第1号昭和37年4月

Valoniaceaeノイロニア科

Valonia ventricosa J. AGARDHオオノイロニア

(1887) p. 96; BOERGESEN (1913) p. 27，五g.16 ; T AYLOR (1928) p. 75， pl. 13， 

五g.18i岡村 (1936)p. 32，五g.13; I時国 (1939)p. 18 ;神田 (1940)p. 112，五g.7 ; 

EGEROD (1952) p. 347， pl. 29-a; DAWSON (1954) p. 338， 匂.8・巴

乙の海藻は熱帯 ・亜熱帯海域lζ広く分布 している乙とが知られており ，

従来本邦では本州中部の紀伊，八丈島(岡村 1931，1936)からのみ知ら れて

いる。現在ま で琉球列島海域から報告されていないが，本種と同定される小

数個体を採集した。

本種は単独lζ生育 しており ， 略 lま球状の体でその直径は 5~10mm 程度

のものである。熱帯 ・亜熱帯海域から報告されたものではかなり大きな個体

で，中でも神田 (1940)は 7X10.5cmの個体をノfラオ産のもので報じている

が，乙 れに比絞して今回採集したものは小さな個体である。

琉球列島海域では Valoniautricularis (パ ロニア)や V.aegagroPila 

(タマパロニア)等はさんど礁の低潮線付近でごく普通に観察されるが，本種

は稀lζ採集されただけである。

産地 :沖縄島知念(知念久見

子氏採集， no. 988);低潮線付近

のさんど礁上に生育，伊是名島

内花 (no.1021)。

Cladophorac巴aeシオ グサ科

Cladophora aokii Y AMADAアオ

キシオグサ

(1925) p. 85， fig.3 ; TSENG (1936) 

p15O，五gs.13-14.

本種 は従来台湾猫鼻頭や

Hainan (海南島)から知られてい

る。

体は3cm内外の高さで，体

の基部付近の細胞から出る多細

胞性の根様糸の束状付着根(漸

次板様糸は上方に減少し，体の

〆

O 

ミ
Fig. 1. Cladophora aokii YAMADA 
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香村: 琉球列島産海藻知見 (1) 19 

中部まで達する)でタイドプーノレの側壁に付着していた。 体は多数に分岐し

叢状を呈する。 主軸の細胞の直径は通常 200~235μ で，細胞の長さは基部

では長く漸次上方に短くなる。 小枝の細胞は 90"，200μ 太く，太さの 2~9

倍長い(通常 4"'7 倍)。校は 2~3 叉状に分岐するのが最も普通であるが，稀

に4叉するもの，先端の小校が一方の側に偏生しその基部に模膜を欠いてい

るもの等が観察される。体は暗緑色で堅い手触りがする。

産地:さんど礁の潮間帯下部のタイドプーノレの側壁に着生する，沖縄島

港川 (no.634)。

Rhizoclonium grande BOERGESENオオネダシグサ(新称)

(1935) p. 14，五gs.5-6 ; (1946) p. 31 ; TSENG (1936) p. 149， fig. 12. 

体は黄緑色を呈し堅い手触り

で，数十個の細胞の連なりから成

る。細胞から下落する根様小枝は

1~2mm 長く，隔膜を持たない一

個の細胞からなりその先端で屡々

分岐する。根様小枝は小石にがっ

ちり付着しているため，糸状体は

基物に向って強く屈曲している。

糸状体の細胞は直径225" ，450μあ

り(通常 300~350μ)，細胞の長さ

は直径の 1~3 倍。 細胞膜は厚く

Lー..!GOr

Fig. 2. Rhizoclonium grande BOER-
GESEN Habit of a fragment of a fil・
ament showing the rhizoids 

幾つかの層からなっていて，その厚さは 60~70μ，稀に 120μ に達する。

BOERGESEN (1935)の報告した Bombay産の typespeciesでは細胞膜の厚さ

は33μ， 同著者 (1946) の Mauritius 産のものでは 30~40μ，また TSENG

(1936)の報告した Hainan産では 38μ であり，今回採集した沖縄島産のも

のはそれよりも約2倍近くも厚さがあるが，乙の点を除外して考えれば形態

的に良く一致するので本種と同定した。

産地:潮間帯中部の浅いタイドプーノレにみniasp.と混生，沖縄島波の

上 (no.311)。

Caulerpaceaeイワズタ科

Caulerpa racemosa (FORSKAL) J. AGARDH var. clavifera (TURNER) W. v. 

BOSSE f. reducta BOERGESEN. 

- 19-



20 部類第10巻 第 l号 i昭和 3i年4月

(1913) p. 147， fig. 122; TAYLOR (1960) p. 153. 

琉球列島か らは緑藻の中でも熱帯 ・亜熱帯性の Caulerpa(イワズタ 属)

の種類が多数矢口られている。そ

の中でも変異に富んだ Cauler-

ρa racemosα の一品 種 f.redu-

cta K同定されるものを採集した。

体は小さ な塊をな し， 11司包

茎は不規則に分岐 している。f初

旬茎は 200~800μ の太 さ で，円

柱状の小枝(直径 450μ)を付け

ている。通常小枝の先端は文状
Fig. 3. Call1erta racemosa var 
cla-vifera f. Tedllcta BOERGESEN ζ分岐してい る。

Part of the thallus 産地 :砂泥がかった潮間帯

中部の浅いタイドプ{ノレの礁上lζ生育，i中縄島伊差浜 (no.600)。

Caulerραlentil約ra].AGARDHクピレズタ

in WEBER VAN BOSSE (1898) p. 380， pl. 34，五gs.1-2; (1913) p. 112; 111田

(1940) p. 106，五g.16;山田 (1944)p. 27， pl.1，五g.2; GILBERT (1942) p. 23 ; 

EUBANK (1946) p. 418，五g.2，k-l; BOERGESEN (1949) p. 15，五gs.5-7; TAYLOR 

(1950) p. 67; C. longistψitata ( W . v. BOSSE) SVEDELIUS (1906) p目 137，figs. 

45-46. 

o 
L 

5_ 
a 

Fig. 4. Caulerta lelltilifera J. AGARDH 

- 20 
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香村: 琉球列島産海藻知見 (I) 忽

本種は熱帯海域に広く分布している乙とが知られている。琉球列島海域

から知られておらず，これらの地域の近くからは Phillippines産のものが，

GILBERT (1942)によって報告されているだけである。筆者は宮古島に於いて

本穫を多量に採集することが出来た。

所々不規則に分岐する弔滑な円柱状の旬旬茎は直径2mm内外で，直立

校を 0.5"，4cmの間隠で上方に出し，好く発達した根でもって砂地に広く拡

がっていた。直立校の高さは変化に富み，西表島産 (no.805)のものではその

高さは 1"'3cmあり，宮古島産 (no.1136)のものでは 0.5"，2cm， (no. 1305) 

では発達して 1"'8.5cm にも達する。また直立校は一般に単状であるが，宮

古島産 (no.1305)のものでは屡々分岐するものがある。 直立枝の基部から先

端にかけて小枝が数列に密に直立校を被っている。直径2mm内外の略ぼ小

球状の小枝は短い柄をもっており，その柄は先端で細く経れている。

本種には var.わ'pica，var. kilneri， var. longist争itata(WEBER VAN BossE 

1898)， var. condensata (Y制ADA1944)， f. parvula (BoERGESEN 1949)の変種

及び品種が区別されており，宮古島産 (no.1305)のものは var.condensata ，ζ 

最も近い性質のものと考えられる。また沖縄島で採集した未査定の種類 (no.

1137)があり f.parvulaに最も近いものと考えられるがとれについては検討

した後に報告したい。

産地:西表島大原， 7月(西島本信昇氏採集 no.805);宮古島永松， 6月

(下地正純氏採集 no.1136);低潮線付近の砂地に生育， 8月 (no.1305);トリ

ノてー(砂川恵自君採集 no.1617).

Caulerpa fastigiata MONT AGNEケイワヅタ

in BoERGESEN (1913) p.118， fig. 93; OKAMURA (1916) p. 14， pl. 158， figs. 

9-13 ; TAYLOR (1928) p. 98， pl. 12， fig. 12 ; (1960) p. 130， pl. 10， fig. 12 ;山田

(1940) p. 96， fig. 1. 

本種は本邦iζ於いて従来石垣島からのみ報告されている(岡村 1916，

1936)が，沖縄島からも採集することが出来た。

本種はほぼ綿状の塊をしており， 2"'3 cmの高さで，砂泥がかった浅い

タイドプーノレの壁に生育していた。 体は繊細な毛状で直径は 100"，260μ。

旬包茎と直立枝はほぼ同じ太さで区別し難い。小枝は叉状，互生，対生で不

規則に分岐する。

産地:潮間帯下部の砂泥がかった浅いタイドプーノレの壁に生育 6月，

- 21-



22' 藻類第10巻第1号昭和37年4月

沖縄島泊 (no.1213).

Summary 

1n this paper noteworthy marine Chlorophyceae including five species and one 

form from the southern Ryukyu Is1ands， Japan， is reported; 

Valonia ventricosa J. AGARDH 

Hab.: Chinen， Okinawa-jima (nG. 988) ; Uchihana， 1zena-jima (no. 1021). 

A few specimens collected are solitary or a few togethor， and of rather small 
globe， about 5-10 mm in diameter. 

Cladophora aokii Y AMADA 

Hab.: Minatogawa， Okinawa-jima (no.634). 

Rhizoclonium grande BOERGESEN 

Hab.: Naminoue， Okinawa-jima (no.311). 

New to Japan. The bredth of the filaments are from 225-450μ(usually 300-

350μ). The walls in the specimen are strati6.ed and measured 60-70μin diameter. 

The walls of plants from the Ryukyus are thicker than the descriptions of plants 

from Bombay (BOERGESEN， 193同， Hainan (TSENG， 1936)， and Mauritius (BOERGESEN， 
1946)， but the shape of the filaments etc. agree very well with specimens which were 
described by the above workers (Fig. 2). 

Caulerpa raCeJ1l0Sa (FORSKAL) J. AG. var. clavifera (TURNER) W. v. BOSSE f. reducta 

BOERGESEN (Fig.3) 

Hab.: Isahama， Okinawa-jima (no.6oo). 
Caulerpa lentilifera J. AGARDH 

Hab.: Ohara， 1riomote-jima (no. 805); Hisamatu and triba， Miyako-jima (nos. 
1136， 1305， 1617). 

New to Japan. The erect assimilators are very variable， some of these are short 
from 1-3 cm (no.805) and from 0.5-2 cm (no.1136) in length. Other long specimens 

(no.1305) range between ト8.5cm， and are referable to var. condensata YAMADA 

(1944) (Fig. 4). 

Caulerpa fastigiata MONTAGNE 
揖

Hab.: Tomari， Okinawa-jima (no.1213). 

参考文献

AGARDH， J. G. (1887): Till algernes systematik， N ya Bidrag， F emte Afd. Lunds 

Univ. Arrak. 23; BOERGESEN， F. (1913): The marine a19ae 0f the Danish West 
1ndies. Pt. 1. Chlorophyceae. Dansk. Bot. Arkiv.， 1 (4); (1935): A list of 

marine algae from Bombay. Det. Kgl. Dansk. Videns. Sels. Biol. Med.，9 (2); 

(1946) : Some marine algae from Mauritius. ibid. 20 (6); (1949): Some 

n
，“
 のt

“



吉田: マリモの培養特に球形保持に関する実験について 23 
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ズタ属 (Caulelμ) の種類， 科学南洋， 3 (2); (1944): New Caulerpas and 
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マリモの培養特に球形保持に関する

実験について

士
ロ 国 啓正恭

K. YOSHIDA: Some Experiments as for the Maintenance 

of Natural Shape of Algal Balls in the Culture 

1960年 7月 1日，文化財保護委員会から許可がおりて，特別天然記念物

「阿寒湖のマリモJ10個が神戸市の須磨水族館にはいった。

マリモは長い間，普通の水槽に入れておくとその糸状体の先端が徒長し

後神戸市立須磨水族館

qo 
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24 E長類第10巻第 i号 111日和 37年 4月

てマリモ本来の美しさを失い，輪かくのはっきりしない塊りになっ てしま

う。乙のようなマリモを水族館lζ展示しておくことは全く怠味のない乙とで

あり，観客[ζ誤った印象を与えてしまう。そ乙で，マリモをできるだけ長く

ひきしまった本来の形のまま情養する必要が生じてくる。

マリモの球形集団がなぜまるいかについては，古くから水の流動!と関係

があると考えられていた。乙の ζ とから，マリモを廻転しながら培養すると

とによって，そのち密なまるさを保持できないものかと考え， %，妹な箱を作

ってその考えを実際lζ行なってみた。

なお，マリモlζ関する参考文献については，神戸大学，広瀬弘幸教授に

お世話になり，またいろいろと助言を頂いた。また須磨水族館の井上喜平治

館長はじめ館員の皆さんにはなにかと御援助を受けた。記して感淵の誌を表

する U

培養条件については，神戸と阿寒湖との夏JVJ7](耐の差について特lζ考厳

した。すなわち，水族館内の置水槽の水掘が 180Cを乙す 5月中旬から 11月

上句ま での聞は， 16-19
0
C，ζ冷房ーしたニグマス水槽lζ宥iをつるし，この中

でマリモを培養した。光，栄設省ーについては，特別な処置及び検討を加えな

かった。

実際lζ廻転しながら培養したマ リモは径 10cmのもの 3個， 6 cmのも

の2個， 5 cmのもの 1他，言1-6 11Mであり ，他の4個は止水の中で別に 培養

した。第 1図はマ リモを廻転しながら培

養する箱一廻転培後初ーをニジマス7K;fl~i 

の一部[乙つるした状態を示したものであ

る。箱は硬質塩化ビニ ーノレ製，大きさは

35 x30x45 cmであり， マリモを動かす

には魚をft"J育する|療に用いるエアレーシ

ヨン ・パイプを箱の底lζ取りつけ，圧さ

く空気が泡になって上昇するl時lと生ずる

水流を利用した。7K流の強弱は送気を加
第 1図 狙i[伝培養新内で培養中の

7 リモのJs!示

滅することによって調節できる。廻転はかなり不規則であるが，廻転速度は

径 10cmの球団で約 560巨1/11寺，径 6cmの球団で約 890回/時であった。

廻転しながら培養を始めたのは 1960年 12月 1日からで，開始する 11寺に

はすでにマリモの先端細胞は多少札-長していた。廻伝土音信を始めてから 192
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吉田"7リモの培養特!C球形保持lζ関する笑験について 25 

日目すなわち 1961年 6月 10日lζ取りだして，止水中で培養していたものと

比較した結果が第 2図 Aおよび Bである。廻転培養していたものは原産地

第 2図 A. 廻転培養した 7 リモ. 実物の直径6.0Cl11 X 5/8 
B. 静止渚繋した 7 リモ. 実物の直径7.4cmX5/8 

長 さ (μ) メに 外形

559 52.4 

土 bb 士 2.8

2.064 50.4 

士 1b1 土1.3

第 3図 マリモ球団，表層糸状体の先端細胞の比較

のビ ロー ド状球団のような美しさを持つとはいえないし， 幾分たい色もして

いるが，一応原形に近い形を保っととができた。また廻転培養したものと，

静止培養したもの，それぞれの表層部の小枝にある先端細胞について比較し

たものが第 3図と第 4図 Aおよび Bである。

先端細胞の長さはかなり振れが大きいが，両者の差ははっきりしており

静止した水中で培養したものの方が著しく長い。しかし.その太さについて

は有志な差は認められなかった。

静止水中で培養したマリ モは|坂井与志雄5】が水槽中で培養したピロ ー ド

状の翠団について「培養が長くなる と， その表面lζ毛の様に糸状体を伸長せ

しめ，緩毛主団の様な外観を呈するに至る」 と述べているように， 阿寒湖の割

合深い，静かなと ころにある緩趨団に似ている。 次に廻転しなが ら培養 した
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第 4図 A. 9Ji!!転培養 した 7 リモ球団，表周糸状体の先端附近。X20

B. 静止培養した 7 リモ球団， 表層糸状体の先端附I!Io X 20 

ものは，先端附近の細胞が短かく ，細胞の外形が凸凹してお り，先端lと近い

小枝は新 しい校を分校する師向が強いよ うであ る。乙れはやは り，I坂井与志

雄めが 「ビロ ー ド様放射状窃団の表屈を作る糸状体では，校及び小枝の先端

細胞が太く短く なっており ，自由 lζ伸長している緩述団のものに比 してこぢ

れた形態をなしている」と指摘 している原産地のピロ ー ド様放射状種団に見

られる 糸状体の小枝先端細胞の性質lと幾分似ており ，廻転の影響が現われた

ものと考える。 しかし，糸状体の小校の先端はマリモ球団の表面上にきれい

にそろっておらず，乙 のため球団表而のグラずラした感はま ぬがれない。

山岡幸男 ・阪j:j:与志雄6)の「マリモの球形集団形成lζ関する一実験Jに

よると， 500~900 回/時の回転を与えながら 2 年 8 カ月間の培養の結果， 芝

生状を呈 していたヰlのあ るものは球形集団を形成したこと，それ ら球団は多

少ボサボサした外観を呈 したが，球団それ自体は依然として しっかり 維持 し

ていた乙とを報じ 「と の程度の水流を与える とと によって もマリモは球形集

団を形成し得る」乙と を確かめている。乙の実験におけるマリモ球団の廻伝

速度は，丁度著者の行なっ た場合と殆んど同じである。
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以上の乙とから，マリモの球形集団は 500~900 回/時の廻転を与えなが

ら培養することによって，そのまるさを保持する乙とは間違いないといえよ

う。ただ，その場合でも，マリモ球形集団の表面は多少ザラザラしており，

自然にみられるビロード状の表面を維持するには，廻転作用と同時に，光の

強さ，日照時間，水温，栄養等の条件およびそれらの複合的作用について検

討し，処置して行かねばならない。

最後に，著者の用いたマリモは実験材料として，その移動を許可された

ものではないので，実験的な試みには慎重を期し，球団の解体などは行なわ

なかったととを特に附記する。

参考文献

1)西村真琴 (1923):強藻の楽状体が球形叢団を形成するの原理.植物学雑誌， Vol. 37， 

No. 436， pp. 105-117. 2) (1926):選藻研究の学術的価値附醤藻の培養.pp. 1 

-16. 3)管野利助 (1934):日本産マリモの研究.水産学雑誌， V 01. 2， N o. 5， pp. 217-228. 

4)福富孝治等 (1952):マリモ調査報告.pp. 67-101. 5)阪弁与志雄 (1952):向上.pp. 

57-66. 6) 山田幸男・阪井与志雄 (1961):マリモの球形集団形成に関する一実験.藻類

Vol. 9. No. 2， pp. 73-75. 

大形海藻の 標本の作り方

時国 都後

J. TOKIDA: On methods for making whole-plant 

specimens of kelps and the likes 

コンブ目やヒパマタ目の各種のように大形な海藻を標本に作る方法とし

ては液漬けのほかは，そのまま乾して紙に包んでおくとか，大きい台紙で股

葉にするとかが普通の方法であるが，標本が硬く脆くなる欠点があり，取り

扱いにも不便である。先年パンクーパ戸市のブリティッシ・コロンピア大学

を訪れたとき Dr.S. R. SPARLING女史に見せて頂いたコンブやチガイソ属の

標本は突に美事でしなやかであったが，乙れは Prof.W. R. TAYLOR著北米

北東沿岸海藻誌の緒論に記された方法によって作ったとのことであった。そ

の方法とは，乾燥標本を水に漬けて柔かくし，乙れをグリセリン 30，アノレコ

後 北海道大学水産学部
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ホノレ 30，石炭酸 10，水 30の割合の混合液に入れ，液を充分にしみ込ませて

から取り出して乾燥するのである。出来上った標本は柔軟性を永く保ち，ブ

リキ権に入れて貯えればいつまでも軟かいという。

昨秋 Dr.O. SUNDENE氏が来日の折，紹介を得てペノレグン大学臨海実験

所の Dr.PER SVENDSEN氏にコンブ属 2種の標本をテーラー法によって処理

して送ってほしいとお願いしたところ，立派な標本 4個が送られてきた。と

乙ろが標本の作り方はテーラー法とはちがい， Prof. T. BRAARUDの教示に

よるもので，純グリセリンに 48時間漬けてから液を切って乾燥するという

簡単な方法であると手紙に記してあった。それでもっと詳しく処理方法につ

いて知りたいとお願いしたと乙ろ，去る 1月10日附で次のような返事を得

たので乙乙に紹介したい。

(1) 生鮮海藻をよく水を切ってから大形パットの中で純グリセリンに48

時間漬ける。大きい標本はたたんで入れてよい。海藻は時々動かして液をよ

くしませるようにし，必要があれば板とおもしをして液に漬かっているよう

にしておく。

(2) グリセリン 20リットりレで少なくも 30個の標本の固定を行なう乙と

ができた。グリセリンは次第にうすめられるが捨てないで新らしいグリセリ

ンを加えて濃度を高めればよい。どの程度で液を捨てるべきかは自分の経験

はまだ新らしいので不明だが，標本の葉部の工合をみて液更新の時期を判断

できるのではないかと思う。茎部の方は液の新旧にかかわらず縮まるようで

ある。

(3) 48時間たったら標本を取り出し，紐でしばってさかさまにつるして

陰干しにする。グリセリンの滴下は気温 OOC以上の場所で行ない，滴下には

数日を要する。最後の乾し上げは室温のもとでする。乾燥中は重なっている

葉はときどき離してやり，互に粘着しなくなったら乾し上がったのである。

SVENDSEN氏から送って頂いた標本のうち Laminariasaccharina (L.) 

LAM.の 1個の写真を乙乙に掲げておく。 葉の表面に本種特有の乙まかい凹

凸が不規則に散らばっている。乙のような葉を持ったコンブは日本近海で筆

者が採集した限りでは見た乙とがない。樺太産の，葉に 2列の凹凸をもった

コンブを Dr.E. S. SINOVAの意見に従って本種に同定したのは(時国， 1954， 

南樺太海藻誌、p.115，pl. X， figs. 3-7)再検討を要することを知った次第である。

乙の機会に Dr.SVENDSENの好意に対し深く感謝の意を表したい。
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Laminaria saccha1"ina (L.) LAMOUROUX 

Norway 西岸， Bergen I付近E22.

16 November 1961， PER SVENDSEN採集. (主E 烈撮影)
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アメ リカ を 巡りて (I)

瀬木紀男

T. SEGI: My visit to America (1) 

筆者はハワイ lζて昨夏開催された太平洋学術会議出席後，アメリカ各地

の藻類学関係の大学，I日lf海実験所.水族館等を歴訪する機会を得たが，就ヰl

Gelidiu!Il， Polysiρhoniaの Typespecimenを精査しiSたこと p 夏季休暇巾 lと

も拘らず多数の各国藻類学者と会談し得た事等は幸であった。以下藻類学関

係lζ主点をおいてl眠次経過報告する次第である。

(1) ハワイヘ

羽田を日航機で昨作 8月中句飛び立ち，太平洋を一路東進ハワイ lζ向っ

た。 途中 ウエ ーキl誌に立寄ったが， 出発後僅か 81時間余で早くもホ ノノレノレlζ

到着した。 空港で知人より大きな レイ 2個を首にかけられ，檎山氏 (東大)

の案内で専用パス [ζ乗り ζみ， 深夜の街を走ってワイキキ の ホテ jレlζ向っ

た。着いてみると災害告のホテノレ変更で面食ったが，兎lζ角別の瀦f7簡なホテノレ

Iζ落着いてほっとする。 同室lζ1'11村氏(教育大)， 文隣室lζは渡辺教授(お茶

の水大)，永田教授 (東大 ・南極探検隊長)がおられるので心強い。 十年振り

にみるワ イキキ lとは，何十階もある新しいホ テノレが続々と立並び，南国の榔子

の下ム ームー姿や ビキニスタイルのアメリカ美人が歩いて絵の様lζ美しい。

司会lζ先立ち DOTY氏の招待が 8月 20日夕方からあるので，折柄留学

~I:Jの新|崎氏 lζ迎えられ， ホノノレ Jレ市の正の上にある同氏宅 lζ 向った。

出席者は ABBOTT(米)，新崎(日)， CHAPMAN (ニユ戸 グーランド)， CHIU 

(中国)， DAvVSON(米)， DOTY夫

安 (米)， HOLLENBERG (米)， J1ZZ 

(豪)， MENEZ (比)， NIELSEN (デ

ンマ ーク)，NORHlS (米)，瀬木(日 )，

WOMERSLEY (豪)氏等多彩な顔

振れであったが，東洋人も多い

せいか一同坐って独f持のハワイ

料理をいただき ，太平洋地域の

E菜類学研究について各同別[ζ麗 ハワイ大学植物学教室 DeanHallと参会者
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々懇談した。 夜 111時頃更けゆく南国の夜を惜しみつつ，ハワイ らしく各自

ターチ (道しるべの火)をた よりに帰路についた。

第 10回太平洋学術会議は8月21日からいよいよハワ イ大学で開会され

たが，9月 2日以後は数日乃至 10日間位に亘って 4つの主な Fieldtripが専

門別lζハワイ 諸島で行なわれ た。 乙の会議は 9つの Sectionの下に 19の

Divisionがあり ，各 4つの Receptionと公開講演，2つの Paneldiscussion 

がある という 可成大きい国際会議である。出席者は二千余人，内日本からの

参会者は百数十人に上っ た由である。猶l次回は東京で開催される。

ハワイ 大学へ Registrationのため 8月 21日朝行く。 大学の構内を歩い

7 ツカ ーサー榔子K掃入された案内板

ている と本当に御伽話の国lζ来

た様である。スプリンク ラーが

くるくる廻る芝生に包まれて白

いピノレが立並び，美しい都子の

下様々の服装をした各国人が歩

いて夢の様な キャンパスを現出

している。受付は一個所しかな

い為， 何百人の参会者が延々長

蛇の列を作っているが，誰一人

愚痴を言わないのもさすがお国

柄である。乙 の日夕方からは〉米国務大臣主催のレセプションがワイ キキ の

浜lζ面する芝生の上で行なわれ，和やかな一時を過した。終りに主催者と固

く握手を交わして散会した。

藻類関係の研究発表は 8月 22日から 9月 6日迄“MarineProductivity 

in the Paci五c"(a seri巴sof Sympo・ p

sia)としてハワイ大学植物学教室

Dean Hallで行なわれたが，之は

非常に広範囲にと りDivision

of Botany (Organizer ・Dr.SMITH， 

Hawaii Counterpart: Dr. DOTY)， 

Marin巴 Biology and Fisheries， 

Oceanography花関係するものを

も含めたものであるが，之を狭い ワイキ干にてのレセプション(左端は筆者)
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範囲にとり特に AlgalProduc-

tivity in the Pacific 1， IIとして

8月24，26日行なわれた分につ

いてプロ グラムを見る と次の如

くである。

前記 1(Review of Recent 

Development)としては， 8月24

日デンマ ー クの NIELSEN氏が

Chairmanとなり， 西条 ・市村

(日)， POMEROY (米)，]ITTS (豪)，
DOTY教授(中央，Dean Hal¥ tcて)

ALLEN (米)， HUMPHREY (米)氏等により Isotope及び他の植物プランク トン

増殖テクニッ ク等について夫々発表された。前記の II(Review of Major Fac-

tors Affecting Productivity and 1ts Sampling)としては， 8月26日には午前

RYTHER (米)が Chairmanとなり ，ANDERSON and BANSE (米)， THOMAS 

(米)， CASSIE (ニュー グーランド)， STRICKLAND (カナダ)氏等の主に植物プラ

ンク トンの生理等について研究発表が行なわれた。次いで (ContributedPro-

ductivity and Algal Papersとして 8月 28日午前中 1<=，ABBOTT(米)女史 Chair-

manとな り，NIELSEN (デンマ ーク)，元田，川村(日)， WATSON (米)，SOONG 

(台湾)，NORRIS (米)， LEE (韓国)， SEMU叫(ソl隣)氏の主に海藻及びプランク

トンの生理，生態， 分布，増殖さ草花関する種々の研究発表，お昼頃から は

Contributed Algal and Fungal Papersとして WOMERSLEY(豪)氏 Chairman

となり ，CHIU (中国)， 瀬木(日)，ABBOTT (米)，新崎，徳田(日)氏等の発表が

あり，その中 CHIU女史は Der・monemafrゅρieri(MONT. & MILLARD) BOERG. 

と Nemalionpulvinatum GRUNOWの分類学的位置について述べ，筆者は先

年欧州各地で調べた見解をつけ加え て Enelittosψhoniaに つい て 論じ，

ABBOTT女史は Spermatangiaが紅藻の主要な分類学上の 1ndicatorであ ると

述べた。 新崎氏は Monostromaの生活史，特 に或種の Gomontia-type

Development について述べた。 総計 50近く の多数の発表があったが，通覧

したと乙 ろプラン ク トン関係の発表が多いのに気付 いた。 乙の他 8月 29日

には，Dr. WOMERSLEY による“TheS，αrconemia Group and its rεlationship" 

と称するシムポジュウム等，数民により夫々違った主題によって討論会が行

なわれた。
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講演会場の別室lζは， ME]¥'EZ氏出品のハ ワイ 産海藻楳本，系統樹図及

び CHAPMAN氏 (ニ ュー ジー ランド)の潜水調査装置 (Protypeunderwater 

growth chamber for large algae)の写真の展示があった。

以上の他会議の期間中には， 色々の行事が行なわれた。 Sciencetheater 

として毎日科学映画が上映された他 “Luau"と称する宴会ではハワイ料理を

供し，色々の土人のフラ ・ダンスを上演した。又日本総領事の Receptionも

行なわれたが，外国の地でみる菊の御紋はやはり嬉しかった。

有名な BishopMuseum fとは中央lζハワ イ土人の民家が展示され，又別

の所lζはマツコウク ジラ (Phyceteemacroce，ρhalus LINN.， Sperm whale， Pa-

cific ocean産)の標品が天井から吊り下げてある。 乙のクジラは重量 3トン

もある という巨大なもので，片面に内l臓がみえる様にしてあるのは興味深か

った。

ホノ Jレノレ滞在中オワフ 島を一周した他，小さな ロ{カノレの飛行機lζ乗っ

てハワイ 本島をも訪れた。南国の清潔なとの島を一周し，不気味なキラウ エ

ア火山も廻ってその雄大な風光を楽しんだ。然 しヒロの海岸には，日 本lとも

押し寄せたチ リ地震津波によって被害を受けた家が，今なお残り ，当日寺の激

震振りを物語っている ようで，胸痛む思いであった。

(2) ハワイからサンフランシスコ経由ワシントンヘ。

ホノノレノレの滞在も夢の如く過ぎ去って 8月末夜半再び日航機で乙乙を

出発しサンフランシス コに向った。機上ふと日を覚ますと折から繋明が訪れ

深紅の雲海上を飛び米大陸Iζ近づく 。午前 10I時半 10年振りにサン フラン シ

スコlζ第一歩を印 した。翌朝 ζ

乙を出発しいよいよ UALで米

大陸横断の旅にのぼったが，機

中l政一人の日本人であった。隣

席の米人夫婦と雑談している中

fC ，僅か数時間後早くも ワシン

トンに到着 した。

森の者i1iワシン トンでは Ca-

pitolの他多くの巨大な記念建

造物を訪れたが，vVhite house 

のみは思ったより小さかった。

見事な校振りの桜(ワシ ント ン ・ポ ト7 γ ク

何回れζて)
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ポトマック河11伴で日本から送られた桜をみた H寺，何よ り羨 しかったのは折ら

れた校の跡もなく見事な枝振りを示している事であった。この国の高い公徳

心がうかがわれる。有名な S111ithonianInstitution (博物館)はThe111all (並樹

道)の両側に立並び，北側の Naturalhistory Building !Cは巨大な前世紀の

怪物 T7-ice7・atotsP:γorsus及び Glyttothel-iuma7官 onae(giant armadillo-like 

111 a111 111al)の大'骨格が特lζ注目をひいたが，後者は白色の巨大な カメ の如 き

形をし，長い鋸歯の如き尾が，不気味にのびている。 一方南側の Artsand 

Industories Building !とはラ イト の使用した軽飛行機， 日本徳川家の人(細川

家 ・1888年)の使用した駕能，事jl風特攻機等が展示されてあった。

滞在中の一日折柄留学中の志平さんの御厚:立によ ってメリ ーランド大学

を訪れた。広大な芝生の1:1]Iζ落付いた褐色のピノレが立並び，本当に頭がスッ

とする。 との大学の植物学教室 H.]. PATTERSON hall を訪ねると，折良くク

ラウス教授も居られ，Phycophysiology， Plant ne111atology， Pathologyの実験

室を見学したが，就中精巧なク ロレラ の実験装置 Sharplessuper Centrifuge 

等に目をみはった。

(3) ワシントンからニュ ーヨークヘ

ワシン トンから AALで9月 2日更lζ北進，一時間足らずで待望久しき

ニュ ーヨークに着いた。空港で‘は;折柄留学中の館Ilお氏lζ迎えられ，高いヒソレ

ニューヨークの Haskins

Laboratories 

の谷閣を走り エンパイヤ ・ピJレ(102階)の近

くにあるホ テノレ に落付く。 同 氏 留 学 中の

I-Iaskins Laboratori巴sはワシントン ・カーネ

ギ{研究所の Pr巴sidentが経営するもので，国

連近くにある五階建のピノレで， 1， 2階は 会社

が入り 3，4， 5階が研究所となってい る。 内

部の設備は充実 し， Inverted， Che111ist's 111icro-

scope，自動日照実験器等が注目をひいた。 所

長 PROVASOLI博士は生憎く渡欧中であったの

で，舘脇氏及び IRMAPn汀 NER嬢の案内で見

学 したが，とと では海藻の生化学的研究が行

なわれ， Require111ent substratu111の発見等優

れた研究が行なわれている。

ニュ ーヨーク水族館で特に注目をひいた
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のは Noisyfish， Sargassum fish及び電気般の放電の実験公開等であった。

放電実験は大きな水槽lζ電気般を入れ，棒でついて放電させ，外側の左lζオ

シログラフ ，真中lとヴオ ノレトメ 戸ター，右lζランプを置き 500-600V の放

電を実際lζ表示させている。

上記の他コロン ピア大学自然科学博物館，ロックフエラ ー・ セン ター，

Time Square， Coney Is1.， Radio City，国連等多くを廻ったが，天空高く鋒え

る壮厳な エンバイ ヤ ・ステ ー ト・ピノレからの眺望は噂通 り素晴しかった。夕

方から夜lζなると高い ヒソレlζ一斉に灯がともり ，光で限りなく，水晶宮の如

き景観を現出する。

ニュ ーヨークから坦々たるハイウェ イをパスで北走する 乙と実lζ 7時間

余，果て しなく続く美しい別荘地帯を過ぎて，世界一の臨海実験所のある ウ

ツヅ ・ホーノレ(マサチュ ーセット 州)Iζ着く。途中自動車を 6--.;8台も乗せて

快走する巨大な トラック が珍しく自についた。乙ζ で留学中の安楽 ・大森氏

及び GUILLARD氏， TAYLOR教

授に心からl暖かく迎えられた。

乙の臨海実験所は既 lζ 創立 80

作の歴史を持ち，海洋研究所，

海洋生物研究所，水11矢館，水産

試験場を綜合したもので，之lζ

更に海軍の海洋研究所，政射能

研究所，二つの完備した図書館

を持ち，総計 27Iζ も及ぶピ lレ

ウ γ ヅ・ホーノレ海洋生物学研究所と から成り立っている。 300人の

テェ ーラー教授 所員，100トンの船 4笠， モー

ターボー ト数隻で太西洋‘地中海lζ活躍 し，完備した設備と相侯って34大な

業蹟を残している。 何よ りも羨しいのはl比等の研究所が1rlJよく同居し，互に

緊密に連絡し合って大きな綜合力を発揮しているととであった。

TAYLOR教慢は夏季大学の諮問として滞在中で， ミシガン大学へ帰任す

る間ぎわlζ折よく会えてきドであった。同教授は立派な海洋生物学研究所の一

室lζ居られるが，夏季大学の海藻実験室は木造二階建で， ]m-IN KINGSBURY 

博士 (CornellUniv巴rsity)の案内で同室内を見学したが，Sterilizer， Steamer， 

Autocluve等の設備が注目 され，又 Fucusfasciculosisを検鏡した。 乙乙 lζ
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滞在中 Dr.TAYLOR夫妻の案内で，附近の Falmouth海岸にて海藻採集を行

なったが，待望の Polys砂hon'ianovae-angliae TAYLORを採集出来たのは何

よりk喜しかった。その他 L01nentaria，Agardhiella， Sargassum， Cladosteph-

us， Sphaerotrichia等の日本にない種類をも採集する乙とが出来た。(続く)

学 ..6.. 
~ 録 事

会員移動

(三重県立大学水産学部)

(昭和 36年 12月16日より昭和 37年3月31日まで)

新入会(1名)

住所変更 (9名)

退会 (2名)

(昭和 36年4月1日より昭和 37年3月31日まで)

春立漁業研究会，瀬嵐哲夫，

寄贈文献

BOTAHI14ECKI1白河(4PHAJI，TOM XLVI 12， 

TOM XLVII 1. 
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本学会懇談会

4月3日，日本水産学会大会を機に東京虎の門共済会館に於いて本会懇談会を開催し

た。荒天にもかかわらず出席会員は 41名の盛会。須藤俊造幹事の司会により始まり山田

幸男会長の挨拶があり，ビールの乾杯と共に自己紹介を行なった。後最近アメリカ，ハワ

イから帰国された新崎盛敏氏より，各地lζ於ける海藻学者の活動ぷりが報告され，会食後

瀬木紀男氏がスライドを併用してアメリカ各地の見聞録を紹介された。その後田中剛民が

サイゴン大学の模様及びフランスのヴィアリッツで行なわれた第4回国際藻類学会出席の

様子を話された。

向当日の予算に珍らしくも 1，471円也の黒字が出て本学会に寄附することに満場一致

で決定した乙とを附記する。

当日の出席会員は次の通り(敬称略)。

秋山和夫，秋岡英承，新崎盛敏，福島博，藤山虎也，稲垣貫一，井上晃男，岩本康三

岩崎英雄，岩井寿夫，加崎英男，片田実，川端清策，喜田和四郎，小林弘，小林艶子，黒

木宗向，松島俊治，三友清史，三浦昭雄，三輪知雄，中村義輝，野沢?合治，大岩保明，大

房剛，岡本一彦，斎藤譲，佐藤誠一，沢田武男，瀬木紀男，志平依久子，嶋田登志美，須

藤俊造，田中剛，時回線，徳田広，津村孝平，山田幸男，山田家正，山岸高旺，吉田忠生

(山田(家)記)

昭和 36年度本学会庶務会計報告

自昭和 36年4月 1日
至昭和37年3月31日

庶務報告

1. 昭和36年4月7日，東京水産大学に於て本学会懇談会を開催，出席会員 32名，

次の講演あり。 (1)渡辺篤氏;イスラエルの話。 (2)三輪知雄民;フランスの話，及び細胞

膜の化学成分による藻類の分類について。 (3)岩崎英雄民;ハスキンス研究所の話。 (4)

R. VARMA氏(東大留学生，インド);挨拶。 (5)山田幸男氏;カラースライドによる「阿

寒湖のマリモ」と題する話。

2. 昭和 36年4月25日「藻類」第9巻第1号発行。

3. 昭和 36年6月26日評議員選挙開票の結果，次の 9氏が評議員に決定。

北海道地区;川端清策，時国都。東北地区;黒木宗向。関東地区;殖田三郎，加崎英男。

近畿地区;広瀬弘幸。中部地区;瀬木紀男。中国・四園地区;猪野俊平。九州地区;田中剛

4. 昭和 36年8月25日「藻類」第9巻第2号発行

5. 昭和 36年 10月14日，第9回総会に先立ち本学会評議員会を東大好仁会館会議

室に於て開催，出席者7名。

巧

dno 
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6. 昭和 36年 10月14日，第9回総会を開催，出席会員45名。

(1)開会挨拶， (2)会長挨拶， (3)会食， (4)議長渡辺篤民選出， (5)昭和 37年度よ

り会費500円と決定， (6)庶務会計報告， (7)会長山田幸男氏選出， (8)其の他， (9)懇

親会， (10)閉会挨拶。

7. 昭和 36年 12月1日;会計幹事阪井与志雄民移動に伴い，編集幹事舟橋説往氏会

計幹事兼任，叉秋岡英承氏新幹事iζ夫々委嘱さる。

8. 昭和 36年 12月20日「蕩類J第9巻第3号発行。

9. 昭和 36年 3月31日現在会員数380名(国内 366名，国外， 14名)。

4222』Z 計 報 aロz 

収 入 の 部 支 出 の 部

ぷ~ 質 224人 (277件) 106，262円 35，310円

パック・ナムパー{123冊) 15，420 出版費 IX-2 37，040 

利子振替貯金 3 IX-3 31，610 

援替貯金小切手口座 800 2，989 

発送費 IX-2 7，175 

IX-3 7，820 

通信費 6，440 

消耗品質 1，470 

謝 金 3，500 

計 122，485 計 133，354 

前年度繰越金 68，323 次年度繰越金 57，454 

総 計 190，808 総 計 190，808 

役員移動

今般，本会庶務幹事，榎本幸人氏移動に伴い，昭和 37年 4月1日附をもって山田家正

氏が庶務幹事を委嘱された。
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定規稿投

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

部類lt:関する小論文(和文)，綜説，論文抄録，雑録等。

原稿掲載の取捻，掲載の順序，体裁及び校正は役員会に一任の乙と。

3. 別刷の費用は著者負担とする。但し小論文，綜説，総合抄録に限りその 50部分

の費用は会にて負担する。

小論文，綜説，総合抄録は 400字詰j忠嫡月1紙 12紋位迄，其他は同上 6枚位迄を

限度とし図版等のスペースは此の内11:.含まれる。

倫小論文，綜説に限り .欧文題目及ぴ本交半頁以内の欧文摘要を付する乙と ，欧文

は成る可く .英，独誌を用うる乙と。

5. 康有毒は平仮名混 り， 横書としなるべく 400字詰原筒用紙を用うる乙と。

1. 

2. 

4. 

会言十叉は編集幹向学会に関する通信は，机幌市北大型学部随物学教室内本会庶務，

事宛とし幹事の個人名は一切使用ぜぬよう特に注怠の乙と。

男

郷

造

往

雄

正

承

編集策発行者 中 村義 輝

室蘭市新宮町北海道大学理学部海線研安所

幸

義

俊

説

仲

家

英

昭和 37年度役員

田

村

藤

橋

沢

田

山

中

須

舟

長

写I

会

編 幹t長

グ

編集 ・会計幹事

幹事

/I:'j 

田

111 

秋寄1

/1 

l同和 37年 4月15日 印刷

昭和 37年 4月20日発行

務[(!、

月牢

者山中

札眺市北三条東七丁目三四三番地

ヨキ届リ印

禁転 載

所 日 本 ~i 類学会

札幌市北海道大学理学部髄物学喜控室内
振替小僧 13 3 0 8 

行要告不許複 製






